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三角形ABCの垂心を Hとする。

(1) 三角形HABの外接円上に点DをHDが直径となるようにとるとき，四角形ACBD
は平行四辺形であることを証明せよ。

(2) 三角形HAB, 三角形HBC, 三角形HCAは外接円の半径がすべて等しいことを証
明せよ。

解答
(1) HDは�HABの外接円の直径であるから

∠HAD = ∠HBD = 90◦

AC ⊥ BH ⊥ DBより
AC DB A B

C

D

H

AD ⊥ AH ⊥ CBより
AD CB

よって，四角形ACBDは平行四辺形である。
(証明おわり)

(2) (1)と同様にして，�HBCの外接円上に HEが直径となるような点 Eをとると
ABECは平行四辺形

となり，�HCAの外接円上に HFが直径となるような点 Fをとると
ABCFは平行四辺形

となる。平行四辺形の対辺の長さは等しいから
�ABC ≡ �BAD ≡ �ECB ≡ �CFA

であり，特に
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BD = BE, BH ⊥ DE
CE = CF, CH ⊥ EF
AF = AD, AH ⊥ FD

が成り立つ。
よって，点Hは�DEFの各辺の垂直二等分線の交点(外心)であるから

DH = EH = FH
であり，3つの外接円の直径は等しいから，半径も等しい。 (証明おわり)
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